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高浜中学校入学式、新しい制服に身を包み、ひとつ大人になり、期待や緊張さまざまな表情。
中学生になっても頑張ってくださいね、ご入学おめでとうございます！
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28件の新規事業を盛り込む28件の新規事業を盛り込む
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（井上順也）

①自主放送設備更新工事…908万円（一般財源 208万円、嶺南活性化推進事業補助金 700万円）
　自主放送設備の機器の更新を行う。
②人と仕事の好循環に向けた基礎調査及び戦略策定事業…717万円
　（一般財源 417万円、嶺南活性化推進事業補助金 300万円）
　働き手のニーズ及び企業の求人実態を調査し、働く場の戦略検討を行う。
③内浦地区集落共同による移動手段確保事業…474万円
　（一般財源２４２万円、県集落活性化支援事業２３２万円）　内浦地区の自主運行バス事業（内浦と舞鶴を結ぶ）を行う。
④日引ふれあい広場活動支援事業…434万円（一般財源145万円、県新福井ふるさと茶屋支援事業 289万円）
　世代間・地域間交流事業等行う。
⑤高浜町総合計画の策定…1,169万円（一般財源）　2019年4月からの10年間の高浜町総合計画の策定を行う。
⑥古墳出土遺物実測、トレース業務委託料…864万円（一般財源）　高浜町史編さん資料とする。
⑦移住就職支援事業補助金…300万円（国県移住支援事業補助金）　関東圏からのＵＩターンを促進し起業を図る。【Ｐ4参照】
⑧公共交通維持支援事業…4,166万円
　（電源交付金 800万円、県生活交通維持支援補助金 825万円、一般財源 2,541万円）
　赤ふんバス事業で今年度よりフリーパス制度を新規施行する。
⑨瑞祥苑駐車場整備工事…1,761万円（電源交付金 1,320万円、一般財源 441万円）
　瑞祥苑駐車場の拡張を行う。
⑩保険福祉センター空調設備更新工事…１億5,740万円
　（電源交付金 １億2,500万円、一般財源 3,240万円）　空調設備の更新を行う。
⑪保険福祉センター防水改修関連工事…1,718万円
　（電源交付金 1,290万円、一般財源 428万円）　塩ビシート屋上防水改修工事を行う。
⑫高浜保育所移転整備実施設計関連事業…3,843万円
　（電源交付金 3,000万円、一般財源 843万円）移転整備実施設計業務を行う。
⑬せせらぎランドストックヤード建設工事…9,565万円（一般財源）
　清掃センター解体に伴う持ち込み可燃ごみ仮置き場の設置を行う。
⑭青の松原健全化計画検討業務…305万円（一般財源）　青の松原の維持手法の検討を行う。
⑮6次産業施設及び高浜漁港整備関連事業…10億1,999万円
　（国 2億685万円、県 5,690万円、一般財源 4億5,624万円、事業債 3億円）
　高浜漁港に６次産業施設の建設および漁港の整備を行う。【Ｐ３参照】
⑯高浜七年祭を活かした観光事業…724万円
　（県芸術文化活動推進補助金 30万円、一般財源694万）　七年祭りの広報、中町ステージ設置等の費用。
⑰若狭湾の民宿滞在促進事業…303万円（県補助 150万円、一般財源 153万円）
　インバウンド（外国人）観光戦略の策定を行う。
⑱城山荘運営検討業務…750万円（電源交付金 550万円、一般財源 200万円）
　城山荘整備の実施計画に向けた内容検討を行う。
⑲広瀬オートキャンプ場転落防止柵設置事業…404万円
　（嶺南地域活性化補助金 300万円、一般財源 104万円）　経年劣化による改修を行う。
⑳防火水槽整備事業（和田５区）…2,468万円（緊急防災・減災事業債 2,460万円、一般財源 8万円）
㉑町道坪上線無散水融雪設備製作工事…1億1,496万円
　（県原子力災害時避難円滑化モデル補助金）　地中に放熱パネルを設置する。【Ｐ３参照】
㉒通学バス購入（上瀬線）…1,079万円
　（国へき地児童生徒援助補助金 368万円、へき地児童生徒通学バス運行基金繰入 500万円、一般財源 211万円）
　通学バスの更新購入を行う。
㉓和田小学校屋内消火栓配管改修工事…809万円（電源交付金 600万円、一般財源 209万円）
　老朽化消火栓配管の改修を行う。
㉔高浜中学校空調設備更新工事…8,035万円
　（学校施設環境改善交付金 2,600万円、高中整備事業債 4,000万円、一般財源 1,435万円）
　特別教室の空調設備エコアイスの改修および未設置の特別教室への設置を行う。【Ｐ4参照】
㉕高浜中学校屋上防水工事改修工事…1,014万円（電源交付金 800万円、一般財源 214万円）
　空調設備改修に合わせて屋上の防水改修を行う。
㉖舞台機構設備改修工事…1,430万円（電源交付金 1,000万円、一般財源 430万円）
　文化会館大ホールの舞台幕の更新を行う。
㉗中央球場内野移設工事…423万円（一般財源）
　マウンド周辺小石浮き上がり防止、ファールボール防球対策のため内野全体をホーム側に移設する。
㉘青葉総合グラウンドトイレ改築工事…3,399万円（電源交付金 2,500万円、一般財源 899万円）
　老朽化したトイレの改築を行う。
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高浜漁港再整備事業　概要決定！

漁
港
再
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安全な道路確保につながる

通
学
路
に
融
雪
設
備
設
置

老朽化が進む高浜漁港本所と荷捌き場

他県の設置状況 町道坪上線の積雪時

【高浜漁港再整備事業】
　高浜漁港内に鮮魚に特化した観光拠点である６次産業施設「UMIKARA（うみから）」を整備
し、魚価の低迷や漁獲量の減少による漁業就業人口の減少と後継者不足が進む現状を食い止
め水産業の再生を目指す！

　新規事業として、原子力災害時避難円滑化道路改良事業（町道坪上線　無散水融雪設備製
作工事）が計上された。
　この事業は、避難経路となる町道の改良を行い、安全な避難路を確保するもので、内浦小
中学校、児童、生徒は、主要地方道舞鶴野原港高浜線から町道坪上線が通学路となっている。
この町道坪上線は、急こう配で、冬季積雪時には除雪とその処理、凍結などの問題から通行
には苦労していた。
　この工事では、道路舗装の下に放熱パネルを敷き詰め、設置済みの地すべり防止対策の取
水井に集められた地下水を熱源として放熱パネルの中に地下水を流し込み、融雪及び凍結対
策を行うもので、道路交通の安全確保につながる。
　31年度に設計業務委託料702万９千円、その翌年に無散水融雪設備製作工事1億793
万2千円となる計画である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井ノ元康夫）

【６次産業施設「UMIKARA（うみから）」】
　鉄筋コンクリート造２階建て、延床面積1,968㎡
　1階には高浜町内で水揚げされたばかりの新鮮な魚介類が
並ぶ鮮魚販売コーナーのほか、魚介類に特化した食堂を整備。
　また、2階には新鮮な魚介類を使用した本格的なグリル料
理などが味わえるレストランをオープンする予定。2020年
秋にオープン予定！　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （西野朋宏）
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4第 138 号

子どもたちの教育環境整備、充実へ

東京一極集中の是正と人手不足解消なるか

小
中
学
校
の
空
調
設
備
新
設
、

改
修
工
事
を
実
施

　小中学校で空調設備が未設置である特別教室と早急に改修が必要な箇所の改修工事を行う
ものである。昨年の猛暑を考えると、熱中症防止、集中力の確保による教育効果のアップの
ため、子供たちの教育環境の整備が大きく図られる。
【高浜中学校】
■新設対象：書写室、被服室（30年度補正予算1,144万円）
　主な財源：一般財源４万円、冷房設備対応臨時特例交付金170万円、町債970万円
■改修対象：職員室、校長室、相談室、印刷室、放送室、保健室、コンピュータ室、用務員室、
　　　　　　多目的室、金工室、木工室、図書室、音楽室、第２音楽室
　　　　　　（31年度新規予算8,035万円）
　主な財源：学校施設改善交付金2,600万円、高浜中学校整備事業債4,000万円、
　　　　　　一般財源1,435万円
【高浜小学校】　■新設対象：理科室、家庭科室、相談室　■改修対象：コンピュータ室
【和田小学校】　■新設対象：図工室、調理室　■改修対象：保建室
【青郷小学校】　■新設対象：理科室、家庭科室
【内浦小中学校】■新設対象：家庭科室、図工美術室、技術室
　　　　　　（30年度補正予算3,906万円）
　主な財源：冷房設備対応臨時特例交付金607万円、
　　　　　　町債3,130万円、一般財源169万円

　31年度より、東京一極集中の是正と地方の人手不足解消を目的に、東京圏から福井県に
移住し、「ふくいＵターン就職ネット」等に登録掲載された県内中小企業に就職の場合、一世
帯あたり100万円、1単身者あたり60万円の補助が行われる（国1/2　県1/4　町1/4）
そこに創業する場合「創業支援金」が最大
300万円（国1/2　県1/2）の補助が支
給され、最大400万円の補助が支給さ
れることとなる。
　高浜町では、31年度予算では3世帯
の移住を想定し、予算計上。
　町内では11企業が登録しているが、
さらに募集をかけていく方針。
　しかし、3年未満の転出や辞職、虚偽
の申請等の返還条件はあるが、ペーパー
企業や、それらの見極め等の細かい審査
などの体制は、県ともなされておらず、
しっかり注視していく必要がある。

高浜中学校

東
京
圏
か
ら
移
住
と
創
業
で

最
大
4
0
0
万
円
補
助
！

（児玉千明）

（井上順也）
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3月定例会では以下の議案を慎重審議しました

関連ページ審議した委員会議 案 件 名 本会議採決結果

臓器移植の環境整備を求める意見書の提出 厚生文教 賛成多数で可決発委第1号 P11

臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書 厚生文教 賛成多数で採択陳情第1号 P11

全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の実行を求める意見書提出に関する請願 総務産業 賛成少数で不採択請願第2号 P14・15

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願書 総務産業 賛成少数で不採択請願第1号 P14・15

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること ー 全員賛成で同意諮問第1号 ー

高浜町駅併設観光振興施設の指定管理者の指定 総務産業 全員賛成で可決議案第32号 P14・15

高浜町まちの駅の指定管理者の指定 総務産業 全員賛成で可決議案第31号 P14・15

公有財産の取得 総務産業 全員賛成で可決議案第30号 P14・15

高浜町有線放送施設等の設置及び管理に関する条例を廃止する条例 総務産業 全員賛成で可決議案第29号 P14・15

高浜町下水道条例の一部を改正する条例 総務産業 全員賛成で可決議案第28号 P14・15

高浜町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚生文教 全員賛成で可決議案第27号 P11

高浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 厚生文教 賛成多数で可決議案第26号 P11

高浜町職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例 総務産業 全員賛成で可決議案第25号 P14・15

高浜町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 総務産業 全員賛成で可決議案第24号 P14・15

高浜町特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例 総務産業 全員賛成で可決議案第23号 P14・15

高浜町振興計画審議会条例の一部を改正する条例 総務産業 全員賛成で可決議案第22号 P14・15

道路改良工事（町道柿ヶ渡線第１工区）請負契約の一部変更 総務産業 賛成多数で可決議案第21号 P14・15

平成31年度高浜町水道事業特別会計予算 総務産業 賛成多数で可決議案第20号 P14・15

平成31年度高浜町宅地分譲事業特別会計予算 総務産業 全員賛成で可決議案第19号 P14・15

平成31年度高浜町集落排水事業特別会計予算 総務産業 全員賛成で可決議案第18号 P14・15

平成31年度高浜町公共下水道事業特別会計予算 総務産業 全員賛成で可決議案第17号 P14・15

平成31年度高浜町簡易水道事業特別会計予算 総務産業 全員賛成で可決議案第16号 P14・15

平成31年度高浜町介護保険特別会計予算 厚生文教 全員賛成で可決議案第15号 P11

平成31年度高浜町後期高齢者医療特別会計予算 厚生文教 全員賛成で可決議案第14号 P11

平成31年度高浜町国民健康保険診療所特別会計予算 厚生文教 全員賛成で可決議案第13号 P11

平成31年度高浜町国民健康保険特別会計予算 厚生文教 全員賛成で可決議案第12号 P11

平成31年度高浜町一般会計予算 予算決算 賛成多数で可決議案第11号 P2・3・4
12・13

平成30年度高浜町水道事業特別会計補正予算(第2号) 総務産業 全員賛成で可決議案第10号 P14・15

平成30年度高浜町宅地分譲事業特別会計補正予算(第2号) 総務産業 全員賛成で可決議案第9号 P14・15

平成30年度高浜町集落排水事業特別会計補正予算(第2号) 総務産業 全員賛成で可決議案第8号 P14・15

平成30年度高浜町公共下水道事業特別会計補正予算(第2号) 総務産業 全員賛成で可決議案第7号 P14・15

平成30年度高浜町簡易水道事業特別会計補正予算(第2号) 総務産業 全員賛成で可決議案第6号 P14・15

平成30年度高浜町介護保険特別会計補正予算(第2号) 厚生文教 全員賛成で可決議案第5号 P11

平成30年度高浜町後期高齢者医療特別会計補正予算(第2号) 厚生文教 全員賛成で可決議案第4号 P11

平成30年度高浜町国民健康保険診療所特別会計補正予算(第１号) 厚生文教 全員賛成で可決議案第3号 P11

平成30年度高浜町一般会計補正予算(第4号) 予算決算 全員賛成で可決議案第1号 P2・3・4
12・13

平成30年度高浜町国民健康保険特別会計補正予算(第3号) 厚生文教 全員賛成で可決議案第2号 P11

●質疑・討論・採決／本会議（議場）で議案に対し議員が質問し（質疑）賛成反対の意思表明（討論）し、最後に可否を決める（採決）



6●質疑・討論・採決／本会議（議場）で議案に対し議員が質問し（質疑）賛成反対の意思表明（討論）し、最後に可否を決める（採決）

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

陳

情

報

告

　

一
般
会
計
予
算
歳
入
総
額
の
52
％
が

危
険
な
原
発
に
頼
っ
た
不
安
定
、
不
健

全
な
財
政
で
あ
る
。

　

補
正
予
算
と
合
わ
せ
小
中
学
校
の
教

育
環
境
改
善
た
め
、
空
調
装
置
の
設
置
、

改
修
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

　

予
算
の
中
の
高
浜
漁
港
再
整
備
事
業

は
、
総
額
約
21
億
円
投
入
す
る
が
立
地

場
所
が
悪
く
採
算
が
難
し
く
町
民
の
批

判
も
あ
り
こ
の
事
業
だ
け
は
反
対
。

　

反
対
は
し
な
い
が
、
国
保
財
政
支
援

の
た
め
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が

必
要
で
あ
る
。

　
「
加
入
金
」は
営
業
利
益
で
あ
り「
資
本

的
収
支
」で
は
な
く「
収
益
的
収
支
」に
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

入
札
も
せ
ず
請
負
業
者
が
決
ま
れ
ば
、

役
所
の
根
本
理
念
で
あ
る
公
正
さ
が
な

く
信
頼
を
失
う
。
絶
対
に
や
っ
て
は
な

ら
な
い
事
で
あ
る
。

国
保
の「
都
道
府
県
単
位
化
」に
よ
っ
て
、

国
保
税
が
際
限
な
く
値
上
が
る
仕
掛
け

が
つ
く
ら
れ
た
。

　　

全
世
代
型
の
社
会
保
障
へ
の
転
換
、

財
政
健
全
化
も
進
め
、
幼
保
無
償
化
を

実
施
す
べ
く
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
。

　

５
年
前
、
消
費
税
が
８
％
に
増
税
さ

れ
て
以
来
国
民
消
費
は
大
き
く
落
ち
込

ん
だ
。

　

こ
の
う
え
の
増
税
は
日
本
経
済
を
壊

滅
さ
せ
る
。

　
広
域
ご
み
焼
却
施
設
建
設
に
必
要
な
切
り

　
離
し
だ
が
、
建
設
計
画
の
進
捗
は
。

　

地
元
の
大
筋
合
意
を
頂
き
、
最
終
合

意
の
後
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
解
体
予
定
。

　
今
回
の
補
正
で
介
護
保
険
料
の
余
剰
金
を

　
基
金
に
積
立
す
る
。
保
険
料
設
定
が
高
す

　
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　

国
の
基
準
で
試
算
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
新
年
度
予
算
計
上
さ
れ
た
事
業
を
前
倒
し

　
執
行
し
、
消
費
増
税
の
節
税
対
策
が
で
き

　
な
い
か
。

　
　

制
度
上
難
し
い
が
可
能
な
範
囲
で
実

施
す
る
。　

　
日
本
人
材
機
構
か
ら
の
派
遣
に
よ
り
、
漁

　
協
の
経
営
改
善
を
進
め
る
と
し
て
い
た
が

　
そ
の
実
施
、
改
善
状
況
は
。

　

コ
ス
ト
削
減
、
組
織
体
制
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
の
課
題
解
決
を
進
め
て
い

る
。
３
年
を
目
途
に
進
め
て
い
る
。

　
働
き
方
改
革
で
役
場
職
員
に
も
超
過
勤
務

　
の
上
限
規
制
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
機

　
に
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
べ
き
。

　

処
遇
改
善
に
取
り
組
む
。

　

県
が
示
し
た
標
準
保
険
税
率
に
沿
う

改
正
だ
が
、
均
等
割
額
が
増
税
さ
れ
て

い
る
が
、
均
等
割
の
増
税
は
多
子
家
庭

に
負
担
が
大
き
く
な
り
反
対
す
る
。

本
会
議
で
の
質
疑
・
討
論

住
民
生
活
課
長 議

案
第
1
号

質
疑

上
尾
徳
郎
議
員

保
健
福
祉
課
長 議

案
第
5
号

質
疑

小
幡
憲
仁
議
員

議
案
第
24
号

質
疑

小
幡
憲
仁
議
員

総
務
課
長

議
案
第
11
号

質
疑

小
幡
憲
仁
議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

小
幡
憲
仁 

議
員

議
案
第
5
号

討
論

井
上
順
也 

議
員

産
業
振
興
課
長

井
上
順
也
議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

議
案
第
11
号

討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

釣
本
音
次 

議
員

議
案
第
21
号

討
論反

対
討
論

反
対
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

議
案
第
26
号

討
論反

対
討
論

反
対
討
論

井
上
順
也 

議
員

請
願
第
１
号

討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

議
案
第
20
号

討
論 賛

成
討
論

賛
成
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

釣
本
音
次 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

議
案
第
12
号

討
論賛

成
討
論

賛
成
討
論

総
務
課
長
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ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

陳

情

報

告

　

全
国
知
事
会
の
国
へ
の
提
言
は
、
敗

戦
後
の
安
保
条
約
に
は
米
軍
基
地
負
担
、

日
米
地
位
協
定
に
改
善
す
べ
き
事
が
あ

り
安
保
条
約
の
廃
止
に
言
及
な
い
。

　

米
軍
基
地
を
抱
え
る
自
治
体
の
苦
し

み
を
共
有
し
、
国
に
意
見
す
る
べ
き
で

あ
る
。

　

臓
器
移
植
の
本
格
化
に
つ
い
て
は
医

学
界
、
国
民
の
中
で
も
意
見
が
分
か
れ

て
い
る
。

　
「
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
会
」は

兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
が
地
元
の
伊
丹

市
で
は
、
採
択
せ
ず
。
組
織
の
実
体
も

把
握
し
て
の
判
断
だ
と
考
え
る
。

　

海
外
で
行
わ
れ
て
い
る
臓
器
売
買
等

は
人
権
上
ゆ
ゆ
し
き
問
題
に
な
っ
て
い

る
。

　

今
ま
で
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
国
内

の
臓
器
移
植
へ
の
啓
発
や
ル
ー
ル
化
は

必
須
で
あ
り
、
日
本
国
民
を
守
る
た
め

に
も
賛
成
。

　

陳
情
第
1
号
に
同
理
由
で
反
対
。

4年間ありがとうございました4年間ありがとうございました

反
対
討
論

反
対
討
論

釣
本
音
次 

議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

釣
本
音
次 

議
員

請
願
第
2
号

討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

釣
本
音
次 

議
員

発
委
第
1
号

討
論

渡
邊　

孝 
議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

渡
邊　

孝 

議
員

陳
情
第
１
号

討
論

児
玉
千
明 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

今
後
の
事
業
計
画
は
。

　
　

基
本
理
念
・
方
針
を
明

確
に
し
、
候
補
地
を「
瑞
祥
苑
」

隣
接
地
と
し
福
祉
施
設
機
能

を
集
約
し
た
複
合
施
設
の
整

備
が
示
さ
れ
た
。

　

今
年
、
基
本
設
計
に
入
り

実
施
設
計
、
2
0
2
1
年
建

設
予
定
だ
が
財
源
の
見
通
し

が
厳
し
く
、
１
年
程
度
遅
れ

る
が
、
計
画
は
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　

６
次
産
業
施
設
の
業
者
選

定
と
工
事
計
画
ま
た
、
施
設
運

営
・
経
営
体
制
の
進
捗
は
。

　
　

業
者
選
定
は
、
仮
設
工

事
、
建
築
本
体
工
事
、
電
気

設
備
、
機
械
設
備
の
各
分
野

の
高
浜
町
指
名
業
者
へ
５
月

頃
に
分
離
発
注
の
計
画
。

　
「
い
き
い
き
タ
ウ
ン
高
浜
」

主
導
で
計
画
策
定
し
て
き
た

が
新
会
社
を
４
月
に
設
立
。

　
　
「
総
合
計
画
」の
計
画
期
間

内
の
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

　

高
浜
保
育
移
転
整
備
の
進
捗

と
民
間
の
認
定
こ
ど
も
園
の
現

状
と
今
後
の
計
画
は
。

　
　

第
４
回「
高
浜
保
育
所
建

設
検
討
委
員
会
」を
開
催
し
最

終
意
見
を
頂
く
。

　

今
月
に
工
事
着
手
、
11
月

中
に
工
事
完
了
し
、
12
月
開

園
の
予
定
。
夏
頃
に
保
護
者

へ
の
説
明
会
開
催
予
定
。

　
　「
社
会
福
祉
施
設
基
本
構

想
」が
策
定
さ
れ
た
が
内
容
と

QQ

Q

A

AA

6次産業施設「UMIKARA」建設地

新時代の町の方向性や指針となる
「新総合計画」の策定はQ

A 住民と行政の目標の共有化のために
２年をかけ住民参加で策定上尾 德郎 議員
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◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
　

国
際
的
な
持
続
可
能
な
目

標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
取
り
組
め
な

い
か
。

　
　

高
浜
町
の
次
期
総
合
計

画
、
総
合
戦
略
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
。

◆
消
費
税
引
き
上
げ
の
対
応

に
つ
い
て

　
　

消
費
税
率
の
変
更
に
伴

い
、
国
会
で
も
議
論
さ
れ
税
務

署
に
お
い
て
も
軽
減
税
率
制
度

周
知
な
ど
準
備
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
高
浜
町
の
対
応
状
況
は
。

　
　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
還
元

に
合
わ
せ
、
商
工
、
観
光
事

業
者
に
決
済
端
末
器
導
入
補

助
金
を
来
年
度
も
続
け
る
。

レ
ジ
の
切
り
替
え
補
助
も
周

知
し
て
い
く
。

A

A A

要望道路実現へ、機運の
醸成を図れないかQ

A 期成同盟会等の組織化を進めたい
井上 順也 議員

　
　

要
望
道
路（「
青
葉
ト
ン
ネ

ル
の
バ
イ
パ
ス
化
」、「
舞
若
道

４
車
線
化
」、「
町
内
へ
の
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設

置
」）の
、
町
内
機
運
の
醸
成
を

図
り
高
め
る
べ
き
と
思
う
が
、

期
成
同
盟
会
を
組
織
す
る
な
ど

具
体
的
行
動
を
起
こ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

青
葉
ト
ン
ネ
ル
は
、
実

現
へ
向
け
て
実
効
段
階
で
あ

る
。

　

期
成
同
盟
会
等
の
組
織
化

や
、
広
報
活
動
を
進
め
た
い
。

児童虐待の対策、対応についてQ

Q

Q Q

廣瀬 とし子 議員
A 早期に把握し支援につなぐ

舞鶴若狭自動車道大飯高浜インター

に
国
の
通
達
を
受
け
て
、
要

対
協
で
把
握
し
て
い
る
児
童

の
出
席
状
況
や
欠
席
の
場
合

の
連
絡
の
有
無
、
児
童
や
保

護
者
の
状
況
を
各
学
校
等
か

ら
月
１
回
書
面
で
報
告
し
、

教
育
委
員
会
、
児
童
相
談
所

と
共
有
す
る
。

　
　

各
事
案
へ
の
対
策
・
対
応

の
現
状

　
　

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、

児
童
相
談
所
や
警
察
、
医
療

機
関
な
ど
と
連
携
し
緊
急
の

一
時
保
護
等
の
検
討
を
行
う
。

　

全
国
的
に
児
童
虐
待
に
よ

り
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る

事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。

　

今
般
、
政
府
に
よ
り
児
童

虐
待
防
止
対
策
強
化
の
方
針

が
示
さ
れ
た
。
虐
待
を
発
見

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、

そ
の
後
の
継
続
的
な
監
視
を

含
め
た
支
援
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

児
童
虐
待
等
の
気
が
か
り

な
事
案
は
何
件
あ
る
か
。

　
　

当
町
に
お
い
て
は
、
平

成
17
年
に
児
童
虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
平
成
20
年

に「
高
浜
町
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議

会
を
設
置
し（
通
称

「
高
浜
町
要
対
協
）要

保
護
児
童
と
し
て
い

る
児
童
数
は
３
月
１

日
現
在
43
名
で
、
そ

の
他
に
気
が
か
り
児

童
等
が
7
名
で
あ

る
。

　
　

児
童
相
談
所
、

学
校
、
教
育
委
員
会

の
体
制

　
　

平
成
22
年
４
月

AA

A

QQ

Q

敦賀児童相談所

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

陳

情

報

告
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全
国
の
自
治
体
で
採
用
さ
れ
て

い
る「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」を

高
浜
町
で
も
導
入
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

高
浜
町
は
10
年
間
に
及

ぶ「
た
か
は
ま
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
」に
よ
り
健
康
づ
く

り
は
浸
透
し
て
い
る
。

　

現
在
、
第
３
次
健
康
増
進

計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

　
　

高
浜
町
議
会
で
は
道
路
問

題
や
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
国

に
要
望
活
動
を
行
い
一
定
の
成

果
を
得
た
。
こ
の
要
望
活
動
を

通
じ
て
感
じ
た
改
善
点
に
つ
い

て
提
案
す
る
。

①
国
へ
の
要
望
事
項
の
優
先
順

位
付
け

②
議
会
と
町
長
と
の
要
望
活
動

内
容
・
履
歴
の
情
報
共
有
化

　
　

要
望
を
受
け
る
側
に

立
っ
て
考
え
る
と
重
要
な
視

点
で
あ
る
。

　

戦
略
的
に
要
望
事
項
の
整

理
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
履
歴
の
記
録

も
含
め
て
議
会

と
の
情
報
共
有

化
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

◆
高
浜
町
で「
健

康
ポ
イ
ン
ト
制

度
」を
導
入
し
て

は
ど
う
か

　
　

超
高
齢
化
時

代
を
迎
え
、
人
生

の
平
均
寿
命
と
健

康
寿
命
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
こ
と
が
重
要
。

高浜町の国への要望活動の
進め方について改善提案するQ

A 提案に沿って機能的な仕組みを
構築したい小幡 憲仁 議員

A

A

消費税増税についてQ
A 上下水道費は値上げ

QQ

渡邊 　孝 議員
　
　

消
費
税
10
％
増
税
は
町
財

政
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与
え

る
か
。

　
　

概
算
で
約
１
億
２
千
万

円
の
歳
出
増
と
な
る
が
、
一

方
で
、
地
方
消
費
税
交
付
金

が
増
額
さ
れ
る
。

　

使
用
料
、
手
数
料
等
の
改

定
は
考
え
て
い
な
い
が
上
下

水
道
金
は
上
が
る
。

　

公
共
料
金
に
つ
い
て
は
今

後
、
受
益
者
負
担
に
基
づ
い

た
算
定
基
準
・
方
法
を
検
討

し
て
い
く
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
　

新
年
度
の
国
保
財
政
運
営

に
つ
い
て
問
う
。

　

ま
た
国
保
税
の「
均
等
割
」額

は
子
育
て
支
援
の
た
め
18
歳
以

下
は
免
除
す
べ
き
だ
。

　
　

福
井
県
の
国
民
健
康
保

険
運
営
方
針
に
お
い
て
、
今

後
医
療
費
総
額
は
さ
ら
に
増

加
見
込
み
と
し
て
い
る
。

　

国
保
税
額
の
見
直
し
が
必

要
と
な
る
。
18
歳
以
下
の
被

保
険
者
数
は
２
０
５
人
で
、

そ
の
均
等
割
総
額
は
約
３
９

０
万
で
あ
る
。

Q

Q

A

A

国交大臣に要望内容を写真・図面で説明
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10●一般質問／議員個人が行政の執行状況や、将来に対する考え方の報告や説明を求め、適正であるかチェックする

高浜町が考える、20年後～の
高浜町についてQ

A 総合計画では10年後の見通しまで
児玉 千明 議員

成
31
年
、
令
和
2
年
度
は
タ

イ
ト
で
あ
る
が
令
和
３
年
度

か
ら
は
将
来
の
為
に
対
処
し

て
い
く
。

◆
地
方
分
権
に
よ
り
行
政
、

議
会
の
力
量
が
問
わ
れ
る
時

代　
　
良
い
事
業
を
す
る
自
治
体

と
そ
う
で
な
い
自
治
体
と
で
は

自
ず
と
大
き
な
差
が
出
る
。
議

員
も
よ
り
良
い
政
策
や
事
業
に

す
る
為
に
提
案
や
チ
ェ
ッ
ク
を

す
べ
き
。

　
柿
が
渡
線
第
一
工
区
に
お
い

て
、
入
札
な
し
で
業
者
が
決
ま

る
の
で
は
、
公
正
で
な
く
役
場

の
信
頼
を
失
う
。
憤
り
を
感
じ

る
。

　
　

工
期
や
経
費
削
減
を
考

慮
し
妥
当
。

　
　
原
発
誘
致
の
目
的
は
、
財

政
を
立
て
直
し
町
民
の
働
く
場

を
提
供
す
る
事
で
あ
っ
た
が
16

年
後
に
は
、
1
号
機
と
2
号
機

が
廃
炉
に
な
る
。
多
額
の
借
金

だ
け
が
残
っ
た
の
で
は
、
何
の

為
の
原
発
誘
致
だ
っ
た
の
か
と

な
る
。

　
町
民
の
皆
様
も
、
過
大
な
要

望
は
慎
む
べ
き
。
平
成
29
年
度

の
高
浜
町
の
借
金
は
、
約
99
・

2
億
円
で
お
お
い
町
の
3
倍
あ

る
。

　
高
浜
町
の
財
政
調
整
基
金
残

高（
使
い
み
ち
が
自
由
な
お
金
）

は
、
20
・
5
億
円
で
お
お
い
町

の
1
/
3
し
か
な
い
。
お
お
い

町
を
見
習
う
べ
き
だ
。

　
　

財
政
の
健
全
性
は
、
各

指
標
か
ら
も
問
題
な
い
。
平

A

A

Q

Q

　
　
将
来
を
推
計
す
る
の
は
難

し
い
、
が
将
来
を
考
え
な
く
て

い
い
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

　
予
算
編
成
権
の
あ
る
行
政
側

に
、
持
続
可
能
で
未
来
志
向
な

予
算
編
成
を
お
願
い
し
た
い

が
、
い
か
が
か
。

　
　

人
口
減
少
に
伴
い
、
税

収
大
幅
減
少
に
対
応
し
た
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
が
変

わ
る
。Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
に
よ
り

仕
事
内
容
も
変
わ
る
。

　

い
ず
れ「
市
町
村
合
併
」も

視
野
に
入
れ
、
総
合
計
画
の

策
定
に
あ
た
る
。

　
　
未
来
世
代
に
負
担
を
か
け

な
い
、
恨
ま
れ
な
い
よ
う
な
20

年
後
の
以
降
の
高
浜
で
あ
る
よ

う
強
く
望
む
。

　
　

そ
の
よ
う
な
視
野
で
予

算
執
行
に
あ
た
り
た
い
。

Q

Q

A

A

現状の財政は、大丈夫かQ
A 令和３年度からは
財政改善していく釣本 音次 議員
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11 ●厚生文教委員会／教育、保健、福祉などの議案を審査する常任委員会

厚生文教
常任委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  廣瀬 とし子

放課後児童支援員は都道府県
知事が行う研修を修了

意
見
、
要
望

・
民
生
委
員
は
任
期
３
年
、
来
年
11
月
末（
改

　

選
）区
長
が
選
ぶ
、
な
り
手
不
足
民
生
委

　

員
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
保
育
所
の
建
設
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

・
相
談
窓
口
が
な
い
。

・
町
営
住
宅
の
老
朽
化
に
対
す
る
意
見

　

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議員と語ろう会
厚生文教常任委員会メンバーを

中心に実施
日　時：30年12月19日（水）
場　所：高浜公民館２Ｆ会議室
テーマ：今後の福祉について
参加者：12名　民生委員児童委員会
委　員：廣瀬委員長、井上副委員長、児玉委員、
　　　　釣本委員、上尾委員、小幡委員、渡辺委員

　

診
療
収
入
の
減
収
や
諸
収
入
の
増
収
が
見

込
ま
れ
る
た
め
増
減
す
る
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
繰
入
金
で
調
整
す
る
。

●
議
案
第
４
号

■
平
成
30
年
度
高
浜
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
の

契
約
差
金
を
減
額
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
納
付
金
の
額
の
確
定
に
よ
る
不
足
分

に
つ
い
て
は
、
増
額
補
正
す
る
。

●
議
案
第
５
号

■
平
成
30
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
、
必
要
額
を
増
額
。
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、
不
用
額
を
減
額
。
介
護

給
付
費
の
増
減
に
伴
い
、
歳
入
を
減
額
し
調

整
す
る
。

●
議
案
第
12
号

■
平
成
31
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
11

億
５
２
５
３
万
８
千
円
と
前
年
度
1.6
％
の
増

と
な
る
。

●
議
案
第
13
号

■
平
成
31
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
11

億
１
７
７
７
万
７
千
円
対
前
年
度
比
3.1
％
の

減
で
あ
る
。

◇
3
月
15
日（
金
）

●
議
案
第
２
号

■
平
成
30
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
保
険
給
付

費
を
増
額
し
、
基
金
積
立
金
を
増
額
。
積
立

額
は
30
年
度
の
事
業
に
充
当
し
、
29
年
度
の

繰
り
越
し
が
こ
こ
に
計
上
さ
れ
る
。

●
議
案
第
３
号

■
平
成
30
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

人
件
費
や
医
薬
材
料
費
に
不
用
額
が
見
込

ま
れ
る
た
め
更
生
減
額
を
行
う
。

●
議
案
第
14
号

■
平
成
31
年
度
高
浜
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
の
増

額
に
よ
る
も
の
で
、
保
険
料
及
び
保
険
基
盤

安
定
負
担
金
を
、
広
域
連
合
に
納
付
す
る
た

め
の
経
費
を
計
上
。

●
議
案
第
15
号

■
平
成
31
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
介

護
給
付
費
を
査
定
し
必
要
な
関
連
予
算
を
計

上
。

●
議
案
第
26
号

■
高
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

昨
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
が
改
正

さ
れ
県
が
市
町
と
共
に
安
定
的
な
財
政
運
営

や
効
率
的
な
事
業
運
営
を
進
め
る
。
反
対
者

か
ら
は
、
町
民
の
暮
ら
し
が
苦
し
く
な
る
ば

か
り
で
あ
る
。
と
意
見
が
出
た
。

●
議
案
第
27
号

■
高
浜
町
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
（
職
員
）に
関
す
る
条
項
を
改
正

放
課
後
児
童
支
援
員
は
都
道
府
県
知
事
が
行

う
研
修
を
修
了
し
た
も
の
で
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
基
本
的
に
１
人
は
必
ず
資
格
を

持
っ
た
方
で
あ
る
。
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12●予算決算委員会／予算議案、決算議案に関する事項を審査する常任委員会

　

赤
ふ
ん
バ
ス
の
65
歳
以
上
の
方
の

　

フ
リ
ー
パ
ス
制
度
の
料
金
設
定
は

　

年
間
５
千
円
、
１
万
円
、
１
万
５
千
円
の

３
パ
タ
ー
ン
で
検
討
中
、
低
価
格
に
よ
る
利

用
者
増
加
で
バ
ス
の
追
加
に
は
運
転
手
の
確

保
が
困
難
で
あ
る
。
十
分
に
検
討
し
、
一
定

価
格
で
の
料
金
設
定
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

　【
民
生
費
】

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
更
新
と

　

防
水
改
修
工
事
に
つ
い
て

　

空
調
設
備
は
15
年
を
経
過
し
頻
繁
に
故
障

す
る
為
、
氷
蓄
熱
方
式
か
ら
空
冷
式
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
方
式
に
変
更
し
、
指
名
競
争
入
札
で

◇
３
月
11
日（
月
）・
12
日（
火
）

　

13
日（
水
）・
19
日（
火
）

●
議
案
第
１
号

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）に
つ
い
て

　

予
算
補
正
額
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億

５
４
２
１
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
２
１
億
９
３
７
４
万
円
と

す
る
。

　

有
線
放
送
の
旧
庁
舎
の
放
送
設
備
の
利
用
と

　

民
間
へ
の
切
り
替
え
状
況
は

　

民
間
移
行
に
よ
り
３
月
末
の
条
例
廃
止
と

併
せ
て
旧
放
送
設
備
も
廃
止
と
な
る
。
チ
ャ

ン
ネ
ル
Ｏ 

や
行
政
サ
イ
ド
の
放
送
は
、
役

場
よ
り
発
信
さ
れ
る
。

　

４
月
よ
り
、
有
線
放
送
の
テ
レ
ビ
業
務
は

総
合
政
策
課
へ
移
管
す
る
。

　

民
間「
認
定
こ
ど
も
園
」の
工
事
延
期
の
理
由

　

と
開
園
の
予
定
の
時
期
は

　

建
設
工
事
の
入
札
不
調
に
よ
る
設
計
見
直

し
に
よ
り
、
延
期
さ
れ
た
。

　

今
年
11
月
に
工
事
完
了
し
12
月
位
の
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
る
と
の
計
画
を
受
け
て
、

国
に
対
し
て
補
助
金
の
変
更
申
請
を
行
っ
て

い
る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
修
善
の

　

目
的
と
内
容
は

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の「
広
域
化
」に
伴
な
い
解

体
す
る
。

　

隣
接
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
電
源

や
水
回
り
を
供
用
し
て
お
り
、
そ
の
分
離
の

工
事
と
進
入
ル
ー
ト
を
別
に
設
け
る
。

　

和
田
海
岸
視
点
場
新
築
工
事
の
進
捗
状
況
は

　

臨
時
派
出
所
解
体
後
、
年
度
内
で
の
事
業

発
注
を
予
定
し
て
お
り
、
交
付
金
の
対
象
と

な
る
為
予
算
を
計
上
。

●
議
案
第
11
号

■
平
成
31
年
度
高
浜
町
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て

　

予
算
総
額
１
０
５
億
２
８
１
４
万
５
千
円

で
、
対
前
年
度
比
３
％
の
増

【
総
務
費
】

　

脇
坂
公
園
の
基
本
設
計
策
定
の
状
況
と
今
後

　

の
事
業
計
画
は

　

近
隣
区
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
基
本
的

な
計
画
を
ま
と
め
、
町
内
へ
の
周
知
を
進
め

て
概
ね
の
了
解
に
よ
り
、
実
施
設
計
に
係
る

予
算
を
計
上
し
た
。

予算決算
常任委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  上尾 德郎

平成31年度予算決定
105億2814万5千円

民間「認定こども園」施設姿図

芝生を有効利用した脇坂公園基本設計図
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２
階
部
分
を
解
体
し
、
シ
ー
ト
で
覆
い
害
虫

駆
除
し
て
い
る
が
、「
特
定
空
き
家
」に
認
定

し
行
政
代
執
行
の
形
で
撤
去
す
る
予
算
を
計

上
し
た
。

【
消
防
費
】

　

原
子
力
災
害
時
避
難
円
滑
化
道
路
改
良
事
業

　

に
つ
い
て

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
板
の
中
に
融
雪
用
パ
イ

プ
を
通
し
た
、
コ
ン
ク
ー
リ
ト
パ
ネ
ル
を
繋

ぎ
合
せ
て
道
路
一
面
に
並
べ
そ
の
上
を
舗
装

す
る
、
地
滑
り
対
策
の
地
下
水
を
利
用
し
た

無
散
水
の
融
雪
道
路
で
あ
る
。

　

設
置
場
所
は
、
町
道
坪
上
線
の
県
道
か
ら

内
浦
小
中
学
校
ま
で
。

　

モ
デ
ル
実
証
事
業
で
補
助
率
10
／
10

【
教
育
費
】

　

小
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
機
器
リ
ー
ス
に

　

つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
習
熟
に
問
題
は
な
い
か

　

現
在
、
教
室
で
使
っ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
パ
ソ
コ
ン
と
し
て
利
用
す
る
為
、
キ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
を
整
備
し
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
使

う
の
で
、
教
室
用
に
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
を
リ
ー
ス
す

る
。 

　

今
後
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
に
も
対
応
す

る
為
で
も
あ
る
。

◇
３
月
13
日（
水
）午
後
〜

　

改
修
を
終
え
た
緑
が
丘
の「
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
」の
現
地
視
察
を
し
た
。

【
商
工
費
】

　

城
山
公
園
整
備
計
画
と
城
山
荘
運
営
検
討
業

　

務
に
つ
い
て

　

関
係
者
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
を

も
と
に
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
城
山
荘
の

位
置
は
現
在
地
付
近
と
し
て
、
公
園
エ
リ
ア

か
ら
青
葉
山
が
望
め
る
様
配
慮
し
た
施
設
と

し
た
い
。

　

平
成
31
年
度
に
城
山
荘
の
運
営
・
経
営
方

針
の
検
討
業
務
の
予
算
を
計
上
。

【
土
木
費
】

　

危
険
家
屋
除
却
工
事
に
つ
い
て

　

条
例
に
基
づ
き
緊
急
安
全
処
置
と
し
て
、

た
い
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

６
次
産
業
施
設「
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
」の

　

集
客
・
収
支
計
画
は
大
丈
夫
か

　

同
様
の
近
隣
施
設
な
ど
見
比
べ
、
誘
客
の

課
題
な
ど
も
考
慮
し
て
周
辺
施
設
の
規
模
を

見
て
設
定
し
て
お
り
、「
絵
に
描
い
た
餅
」の

様
な
事
は
な
い
。

　
「
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
」の
運
営
は

　
「
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
」は
町
の
指
定
管
理
施

設
と
し
て
、
株
式
会
社「
う
み
か
ら
」を
４
月

に
設
立
し
、
指
定
管
理
者
と
し
て「
指
定
管

理
料
０
円
」で
委
託
し
、
町
費
は
一
切
投
入

し
な
い
。

　

６
次
産
業
体
制
構
築
補
助
金
の
補
助
先
は

　

何
処
に
な
り
、
そ
の
事
業
は

　

仮
称「
株
式
会
社
ま
ち
か
ら
」を
設
立
し

て
、
海
産
物
の
加
工
や
販
売
を
す
る
公
益
性

の
高
い
２
次
産
業
の「
地
域
商
社
事
業
」に
補

助
を
す
る
。

　

会
社
設
立
や
事
業
開
始
に
お
い
て
、
予
算

も
含
め
て
議
会
に
確
認
を
と
り
、
町
が
出
来

る
事
業
に
つ
い
て
は
町
が
行
う
事
な
ど
を
確

認
し
た
。

　

高
浜
漁
港
再
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
ま

る
一
日
を
超
え
る
時
間
を
費
や
し
て
審
議
し

た
。

業
者
選
定
す
る
。

　

空
調
設
備
の
15
年
で
の
更
新
は
早
い
の
で

は
な
い
か
。

　

防
水
改
修
は
２
回
目
の
改
修
で
あ
り
施
工

に
問
題
は
な
か
っ
た
か
、
施
工
方
式
や
業
者

選
定
を
慎
重
に
、
と
の
指
摘
が
委
員
か
ら

あ
っ
た
。

　

高
浜
児
童
セ
ン
タ
ー
の
雨
漏
り
な
ど
、
児
童

　

セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は

　

各
児
童
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
承
知
を
し
て

お
り
、
修
繕
で
対
応
し
て
い
る
。
改
修
等
方

向
性
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
子
育
て
施
設

や
公
園
整
備
な
ど
と
の
一
体
整
備
も
検
討
し 保健福祉センター

城山荘・城山公園整備基本計画案
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中
寄
交
差
点
改
良
工
事
の
施
工
管
理
、
実

施
設
計
、
工
事
費
を
当
初
予
算
で
上
げ
て
い

た
が
、
県
事
業
の
都
合
に
よ
り
来
年
度
以
降

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
県
か
ら
の
保
証
金
を

歳
入
か
ら
１
７
７
４
万
６
千
円
減
額
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

31
年
度
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
る
が
、

用
地
や
道
路
の
工
事
が
進
ま
な
い
と
、
下
水

管
の
敷
設
、
移
設
が
で
き
な
い
た
め
、
県
の

事
業
に
合
わ
せ
る
形
と
な
る
。

●
議
案
第
10
号

■
平
成
30
年
度
高
浜
町
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

中
寄
の
交
差
点
改
良
に
伴
う
も
の
で
下
水

道
で
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

●
議
案
第
16
号

■
平
成
31
年
度
高
浜
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

　

現
時
点
で
は
町
単
独
で
上
げ
て
い
る
が
、

申
請
も
行
っ
て
お
り 

枠
内
で
見
れ
る
よ
う

で
あ
れ
ば
振
替
を
す
る
。

　

そ
の
通
り
で
、
支
障
の
な
い
と
こ
ろ
に
管

を
移
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

◇
３
月
14
日（
木
）

●
請
願
第
２
号

■
全
国
知
事
会
の「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す

る
提
言
」の
実
行
を
求
め
る
意
見
書
提
出

　

日
米
安
保
体
制
は
、
防
衛
面
の
み
な
ら
ず

政
治
、
経
済
、
社
会
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
面

で
総
括
的
に
ま
た
、
友
好
的
な
条
件
で
な
さ

れ
て
い
る
。

●
議
案
第
７
号

■
平
成
30
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

総務産業
常任委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  磯部武史

薗部地がかりの土地1万2千495㎡
の土地を購入（議案第30号）

●
議
案
第
17
号

■
平
成
31
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

　

こ
れ
ま
で
は
長
寿
命
化
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
い
た
も
の
で
、
下
水
道
施
設
全
体
を

一
体
と
し
て
最
適
な
改
築
計
画
を
立
て
る
も

の
で
あ
る
。

●
議
案
第
18
号

■
平
成
31
年
度
高
浜
町
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

中寄交差点平面図

水道管の下に設置する無散水融雪装置のパネル

施
設
整
備
事
業
に
排
水
管
布
設
替
工
事
実
施

設
計
委
託
料
が
あ
る
。
工
事
費
は
国
の
予
算

で
あ
る
が
、
設
計
委
託
料
は
町
で
見
な
い
と

い
け
な
い
の
か

内
浦
小
中
学
校
の
入
り
口
斜
面
、
町
道
坪
上

線
に
融
雪
装
置
を
つ
け
る
た
め
に
、
管
を
移

設
す
る
と
い
う
こ
と
か

工
事
負
担
金
の
県
道
改
良
に
伴
う
排
水
管
移

設
工
事
の
未
施
工
と
は

31
年
度
に
繰
り
越
し
と
い
う
こ
と
を
県
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か

歳
入
で
物
件
補
償
費
が
マ
イ
ナ
ス
計
上
さ
れ

て
い
る
が

公
共
下
水
道
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

策
定
業
務
委
託
料
と
は

遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム
端
末
装
置
更
新
工
事
に

つ
い
て
内
容
の
説
明
を
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町
内
約
１
４
０
か
所
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
が
あ
り
、
そ
の
状
態
を
監
視
す
る
も
の
で

あ
る
。

●
議
案
第
19
号

■
平
成
31
年
度
高
浜
町
宅
地
分
譲
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　

要
綱
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
で
算
出

し
て
い
る
。
約
定
報
酬
と
販
促
業
務
報
奨
金

が
あ
り
２
区
画
分
を
計
上
し
て
い
る
。

　

努
力
は
し
て
い
る
が
現
実
に
即
し
た
面
が

あ
り
、
具
現
化
し
た
段
階
で
補
正
予
算
を
計

上
し
た
い
。

　

議
会
で
も
指
摘
を
受
け
て
お
り
協
議
し
て

き
た
。

　

今
年
は
七
年
祭
り
が
あ
り
一
つ
の
契
機
に

な
る
の
で
、
区
長
会
と
連
携
の
中
で
協
議
し

て
い
き
た
い
。

●
議
案
第
21
号

■
道
路
改
良
工
事（
町
道
柿
ヶ
渡
線
第
１
工
区
）

　

追
加
変
更
し
た
理
由
は
２
つ
あ
る
。
１
つ

目
は
、
国
か
ら
追
加
変
更
の
指
導
が
あ
っ
た

時
期
で
、
１
月
だ
っ
た
の
で
入
札
を
か
け
る

日
が
な
か
っ
た
こ
と
。

　

２
つ
目
は
、
入
札
が
で
き
た
と
し
て
も
、

経
費
が
千
数
百
万
程
度
多
く
か
か
る
た
め
国

県
の
了
解
を
得
て
こ
う
い
う
形
に
変
更
し

た
。

●
議
案
第
24
号

■
高
浜
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

明
確
な
基
準
は
な
い
が
、
わ
か
り
や
す
い

の
は
用
地
交
渉
の
よ
う
に
、
相
手
に
合
わ
せ

る
必
要
が
あ
る
業
務
な
ど
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
で
き
な
い
業
務
で
あ
る
。

●
議
案
第
30
号

■
公
有
財
産
の
取
得

　

今
後
、
こ
う
い
っ
た
情
報
が
漏
れ
な
い
、

拡
散
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

　　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
に
付

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
と
し
て
、
一
件

７
０
０
万
円
以
上
の
不
動
産
の
売
買
、
一
件

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
の
売
買
に
限
る
と

さ
れ
、
そ
の
一
件
の
解
釈
は
、
１
契
約
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。　

●
議
案
第
31
号

■
高
浜
町
ま
ち
の
駅
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

し
っ
か
り
精
査
し
、
重
な
っ
て
多
く
出
す

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
よ
う
管
理
し
て

い
る
。

新計画 旧計画

取得する公有財産

他
律
的
な
業
務
と
は
何
を
指
す
の
か

売
り
上
げ
奨
励
金
の
算
出
方
法
は

ま
ち
の
駅
と
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
指
定
管

理
料
が
あ
る
が
、
人
件
費
な
ど
そ
の
す
み
分

け
は
で
き
て
い
る
の
か

事
前
説
明
で
は
、
７
０
０
万
円
以
上
、
５
０

０
０
㎡
以
上
の
売
買
時
に
条
例
の
確
認
を
と

言
っ
て
い
た
が
説
明
を

土
地
の
所
有
者
に
、
多
額
の
金
が
入
る
と
い

う
こ
と
に
対
し
配
慮
さ
れ
た
か

追
加
工
事
の
金
額
が
大
き
い
。
入
札
に
で
き

な
か
っ
た
の
か

坂
田
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
は
１
つ
の
区
に
で
き

な
い
か

毎
年
２
区
画
だ
が
意
欲
的
に
見
え
な
い
。
目

標
は
大
き
く
し
な
い
の
か
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浜
発
電
所
３
・
４
号
機
の
運
転
再
開
状
況
に

つ
い
て
、
原
子
炉
起
動
前
発
電
機
並
列
前
、

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
到
達
後
に
お
い
て
、

再
起
動
は
す
べ
て
問
題
な
く
運
転
し
て
い
る

と
の
報
告
を
う
け
た
。
高
浜
発
電
所
１
・
２

号
機
運
転
期
間
延
長
に
つ
い
て
は
、
地
元
理

解
活
動
と
し
て
各
地
区
を
訪
問
し
、
実
施
し

て
い
る
と
説
明
を
受
け
た
。

■
９
月
に
は「
実
効
性
あ
る
避
難
計
画
が
策

定
さ
れ
町
民
の
納
得
を
得
る
ま
で
は
、
大
飯

原
発
３
・
４
号
機
の
再
稼
働
に
は
同
意
し
な

い
こ
と
を
求
め
る
請
願
」が
不
採
択
と
な
っ

た
。
同
日
、
敦
賀
市
に
あ
る
、
株
式
会
社
原

子
力
発
電
所
の
Ｐ
Ｗ
Ｒ
の
中
央
制
御
室
で
の

実
際
の
運
転
を
想
定
し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る

状
況
や
事
象
に
も
と
づ
い
た
訓
練
が
さ
れ
て

い
た
。
特
に
、
原
子
力
災
害
過
酷
事
故
に
つ

い
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
綿
密
な
訓
練
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

■
12
月
に
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
原

子
力
発
電
所
の
新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
を
明

記
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
請
願
」が
採
択
さ
れ
、「
今
後
の
原
子
力

発
電
所
の
安
全
・
安
定
運
転
の
継
続
に
欠
か

せ
な
い
原
子
力
関
連
人
材
を
確
保
す
る
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
原
子
力
発
電
所

の
新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
方
針
を
明
記
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」

本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
意
見

◇
３
月
19
日（
火
）

■
３
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
平
成
31
年
度

中
の
関
西
電
力
高
浜
発
電
所
の
状
況
に
つ
い

て
、
高
浜
発
電
所
長
か
ら
１
・
２
号
機
の
安

全
対
策
工
事
の
現
状
と
プ
ラ
ン
ト
に
お
け
る

中
長
期
対
策
工
事
の
実
施
状
況
の
説
明
を
受

け
る
と
と
も
に
、
先
日
発
生
し
た
１
号
機
格

納
容
器
内
に
お
け
る
火
災
状
況
の
詳
細
説
明

を
受
け
、
火
災
原
因
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

再
発
防
止
に
努
め
る
よ
う
厳
し
く
要
請
を
し

た
。

■
平
成
29
年
６
月
高
浜
発
電
所
長
か
ら
、
高

原子力対策
特別委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  廣瀬 とし子

２年間の活動
内容報告

書
は
、
今
後
と
も
政
府
と
し
て
原
子
力
発
電

を
活
用
し
て
い
く
方
針
が
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
請
願
す
る
も
の
で

あ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

福
井
県
選
出
国
会
議
員
に
提
出
し
た
。

■
平
成
30
年
３
月
に
は
新
規
制
基
準
の
適
合

性
検
査
お
よ
び
、
大
飯
発
電
所
３
・
４
号
機

の
再
稼
働
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
原
子
力
規
制
庁
地
域
原
子
力
規

制
総
括
調
整
官
よ
り
、
全
国
の
新
規
制
基
準

適
合
性
に
係
る
審
査
等
の
状
況
、
若
狭
地
区

の
許
認
可
の
状
況
と
六
ケ
所
再
処
理
施
設
の

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
の
状
況
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
質
疑
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

■
６
月
は
、
高
浜
発
電
所
１
・
２
号
機
の
安

全
性
向
上
に
つ
い
て
等
、
関
西
電
力
株
式
会

社　

高
浜
発
電
所
長
ら
よ
り
状
況
報
告
を
受

け
た
後
、
大
飯
原
子
力
発
電
所
の
現
地
視
察

を
実
施
し
、
大
飯
発
電
所
長
よ
り
、
大
飯
発

電
所
３
・
４
号
機
の
状
況
説
明
を
受
け
、
再

稼
働
が
問
題
な
く
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

■
９
月
で
は
、
高
浜
発
電
所
４
号
機
で
発
生

し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
報
告
を
関
西
電

力
株
式
会
社　

高
浜
発
電
所
長
ら
よ
り
詳
細

に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
委
員
か
ら

は
、
再
発
防
止
に
向
け
た
対
策
を
確
実
に
行

う
よ
う
、
強
く
指
摘
し
た
。

■
12
月
で
は
、「
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地

地
域
基
盤
整
備
支
援
事
業
交
付
金
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
」が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の

意
見
書
の
内
容
は
、
最
低
で
も
30
年
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
る
廃
炉
の
工
程
に
お
い
て
、

対
象
と
な
る
原
子
炉
の
廃
止
措
置
が
完
了
す

る
ま
で
、
廃
炉
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
べ
き

と
い
う
考
え
か
ら
、
廃
炉
決
定
後
10
ヶ
年
度

と
い
う
現
制
度
の
緩
和
措
置
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
、衆
参
議
院
議
長
へ
提
出
し
た
。

高
浜
発
電
所
へ
の
現
地
視
察
も
行
い
、
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
高
浜
発
電
所
１
・
２
号
機

の
安
全
対
策
工
事
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し

た
。

以
上
が
２
年
間
の
原
特
委
員
会
の

主
な
活
動
内
容
の
報
告
で
あ
る
。

高浜発電所視察での意見交換の様子

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

陳

情

報

告
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現
で
き
る
環
境
が
な
い
」35
％
、「
就
職
口
が

な
い
」25
％
、ま
た
、人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

も
っ
と
も
優
先
す
べ
き
理
由
は
、「
雇
用
や

賃
金
確
保
な
ど
の
現
役
世
代
へ
の
政
策
」

76
％
と
例
年
通
り
仕
事
面
が
大
き
な
理
由
で

あ
っ
た
。

【
小
学
６
年
生
１
１
５
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

　

大
人
に
な
っ
て
も
高
浜
町
に
住
み
た
い
と

思
う
理
由
に
つ
い
て
は
、

「
生
ま
れ
育
っ
た
町
だ
か

ら
」
25
％（
昨
年
22
％
）、

「
海
や
山
な
ど
の
自
然
が

近
く
に
あ
る
か
ら
」20
％

（
昨
年
17
％
）と
、
昨
年

と
比
べ
郷
土
愛
の
上
昇

が
見
受
け
ら
れ
た
。

【
31
年
度
人
口
減
少
対
策

新
規
事
業
】

・
移
住
就
職
支
援
事
業

（
東
京
23
区
内
か
ら
の
移

住
者
支
援
）１
０
０
万
円

補
助
×
３
世
帯

・
人
と
仕
事
の
好
循
環
に

向
け
た
基
礎
調
査
及
び

戦
略
策
定
業
務（
働
き
手

ニ
ー
ズ
、
企
業
求
人
実

態
調
査
、
人
と
仕
事
の

好
循
環
戦
略
の
検
討
）

◇
３
月
18
日（
月
）

　
「
平
成
30
年
転
入
・
転
出
結
果
」、「
成
人
式
・

小
学
6
年
生
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」、「
31
年
度

人
口
減
少
対
策
新
規
事
業
」に
つ
い
て
理
事

者
側
よ
り
説
明
を
聞
き
、
意
見
交
換
を
行

な
っ
た
。

【
平
成
30
年
転
入
・
転
出
結
果
】

　

平
成
30
年
は
、
8
人
の
転
出
超
過
で
あ
っ

た
。
昨
年
の
転
出
超
過
71
人
か
ら
は
、
緩
和

し
た
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
抑
制
の
対
策
を
と
っ
た

時
の
目
標
値
に
対
し
て
の
人
口
推
移
を
見
る

人口減少問題対策調査
特別委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  井上 順也

平成30年転入・転出結果、平成31年度人口
減少対策新規事業などについて意見交換を行う

と
、
目
標
値
と
同
様
の
減
少
傾
向
で
あ
る
た

め
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
よ
る
対
策
が
有

効
に
働
い
て
、
人
口
減
少
傾
向
が
抑
制
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
成
人
式
93
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

・
高
浜
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
く
な
い
理
由
は
、

「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
学
べ
た
り
、
実

■
主
な
意
見
交
換

　

将
来
子
ど
も
に
地
元
に
残
っ
て
ほ
し
い
た
め
、

　

親
御
さ
ん
の
動
向
を
見
て
い
く
こ
と
が
必
要

　

で
は

　

31
年
度
実
施
の「
人
と
仕
事
の
好
循
環
に

向
け
た
基
礎
調
査
」で
親
御
さ
ん
の
意
識
調

査
も
実
施
し
た
い
。

　

人
口
減
少
時
代
、
こ
れ
か
ら
の
流
れ
は
イ
ノ

　

ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）が
重
要
で
は

　

当
然
Ａ
Ｉ
と
か
の
時
代
、
大
規
模
園
芸
も

新
し
い
農
業
の
あ
り
方
。
勉
強
し
な
が
ら
、

戦
略
を
立
て
て
い
く
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦
略
、
高
浜
町
総
合
計

　

画
の
方
向
性
は

　

総
合
計
画
は
３
３
年
４
月
か
ら
、
総
合
戦

略
も
同
時
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
い
る
。

　

他
多
数
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
２
年
間
で
、
委
員
会
９
回
、
委
員
会

主
体
の
議
員
と
語
ろ
う
会
３
回
、
出
前
懇
談

会
１
回
、
視
察
１
回
の
活
動
を
行
い
、
人
口

減
少
傾
向
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
た
。今
後
は
、

人
口
減
少
問
題
の
重
要
性
に
鑑
み
、
高
浜
町

の
次
期
総
合
計
画
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦

略
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
反
映
す
べ

き
で
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
内
容
は
改
選

後
の
議
員
で
取
り
組
む
こ
と
を
委
員
全
員
で

確
認
し
、
２
年
間
の
活
動
を
終
え
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質
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討
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委
員
会
報
告
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◇
3
月
18
日（
月
）

●
平
成
30
年
度
取
組
報
告

　

委
員
会
は
3
月
18
日
（
月
）
、
行
政
よ
り

町
内
に
お
い
て
今
年
度
実
施
さ
れ
た
鳥
獣
被

害
対
策
の
取
組
説
明
を
受
け
た
。

　

報
告
で
は
、
町
内
に
お
け
る
実
施
隊
の
鳥

獣
捕
獲
状
況
や
、
防
護
柵
設
置
補
助
金
事
業

の
執
行
状
況
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
の
新
た

な
取
り
組
み
で
あ
る
、
集
落
に
獣
を
誘
引
す

る
放
置
果
樹
等
の
除
去
作
業
支
援
の
実
施
状

況
の
説
明
を
受
け
た
。

　

実
施
隊
の
捕
獲
状
況
の
報
告
で
は
、
今
年

度
に
つ
い
て
約
９
０
０
頭
の
捕
獲
実
績
を
上

鳥獣害対策
特別委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  西野 朋宏

平成30年度
鳥獣被害対策取組状況報告

げ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
実
施
隊
の

普
段
の
罠
や
捕
獲
檻
の
見
回
り
の
尽
力
の
成

果
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
町
内
の
防
護
柵
の
設
置
状

況
を
点
検
す
る
集
落
点
検
報
告
で
は
、
町
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
護
柵
の
半
数
以
上
が

獣
に
対
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
集
落
点
検
を
実

施
し
て
い
く
事
で
、
獣
か
ら
集
落
及
び
農
地

を
守
る
面
で
の
防
御
力
強
化
の
効
果
を
期
待

す
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
鳥
獣
被
害
対
策
は
農
家

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
環
境
の
変
化
に
よ

る
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
の
個
体
数
の
増

加
は
身
の
回
り
の
生
態
系
に
も
様
々
な
形
で

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
の
影
響
に
よ

り
、
我
々
人
間
に
も
思
わ
ぬ
形
で
被
害
を
与

え
る
事
を
今
以
上
に
懸
念
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
く
感
じ
る
。

防護柵の設置状況点検

放置果樹等の除去作業

●鳥獣害対策委員会／鳥獣害対策などの方針や議案を審査する特別委員会
●嶺南広域行政組合／敦賀以西の6市町で構成された広域の行政組合

◇
12
月
26
日（
水
）　

敦
賀
市
立
図
書
館

　
嶺
南
広
域
行
政
組
合
渕
上
管
理
者
よ
り

管
理
者
提
案
理
由
の
説
明
後
、
提
出
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

●
議
案
第
４
号

■
平
成
29
年
度
嶺
南
広
域
行
政
組
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

歳
入
９
億
２
３
７
０
万
６
９
４
０
円
。

　

歳
出
９
億
２
２
４
３
万
６
０
２
円
。

　

差
し
引
き
１
２
７
万
６
３
３
８
円
の
黒
字

で
、
実
質
収
支
も
同
額
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
分
担
金
及
び
負
担

金
の
４
１
６
０
万
３
９
１
８
円
で
市
町
負
担

金
で
あ
る
。
ま
た
、
県
支
出
金
は
４
億
２
７

５
４
万
５
千
円
で
、
核
燃
料
税
交
付
金
。
繰

入
金
は
４
億
４
７
８
３
万
２
７
４
８
円
で
、

鉄
道
整
備
促
進
基
金
繰
入
金
と
地
域
振
興
促

進
基
金
繰
入
金
で
あ
る
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
が
歳
出
全
体
の
99
・

８
％
を
占
め
内
訳
は
、
一
般
管
理
費
４
０
５

８
万
５
５
８
９
円
、
企
画
費
４
５
３
３
万
２

７
４
８
円
、
鉄
道
整
備
促
進
費
３
７
４
万
４

０
５
５
円
、
地
域
促
進
費
８
億
３
０
７
４
万

９
１
３
４
円
と
な
っ
て
い
る
。

　　

主
な
事
業
費
は
、
公
共
交
通
機
関
利
用
促

進
事
業
補
助
金
１
２
２
５
万
２
８
５
２
円
。

若
狭
路
産
品
販
売
力
強
化
支
援
事
業
１
６
４

１
万
６
０
６
０
円
。
嶺
南
地
域
活
性
化
推
進

事
業
補
助
金
３
億
６
千
万
円
。
嶺
南
地
域
教

育
・
体
験
観
光
推
進
事
業
補
助
金
１
５
０
０

万
円
。
嶺
南
地
域
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
管
理

事
業
補
助
金
２
５
０
０
万
円
。
嶺
南
地
域
振

興
促
進
基
金
積
立
金
４
億
２
８
２
４
万
９
１

３
４
円
。

【
全
員
賛
成
で
認
定
】

嶺南広域行政組合

　　　　　　　　　　　代表議員  上尾 德郎

平成30年 第2回
嶺南広域行政組合定例会開催

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

陳

情

報

告
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●若狭消防組合議会／若狭町までの嶺南地域の消防組合で構成された議会
●若狭広域行政事務組合／ 4市町( 若狭、小浜、おおい、高浜)が一体となって特定の行政事務の合理化を図る組合

◇
12
月
25
日（
火
）　

若
狭
消
防
組
合 

松
崎
晃
治
管
理
者
よ
り

議
案
５
件
が
上
程
。

【
審
議
事
項
】

●
議
案
第
１
号

■
平
成
30
年
度
若
狭
消
防
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
８
万
９
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
14
億
２
３
７

万
６
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
で
可
決
】

●
議
案
第
２
号

■
若
狭
消
防
組
合
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　

人
事
院
勧
告
お
よ
び
福
井
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
正
。

　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
で
可
決
】

●
議
案
第
３
号

■
若
狭
消
防
組
合
表
彰
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

個
人
ま
た
は
消
防
の
団
体
以
外
の
表
彰
に

お
い
て
も
金
品（
５
千
円
以
内
）を
添
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
改
正
。

　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
で
可
決
】

●
議
案
第
４
号

■
若
狭
消
防
組
合
消
防
団
の
定
員
、
任

免
、
報
酬
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

機
能
別
団
員
制
度
の
導
入
と
あ
わ
せ
て
団

員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
の
引
き
上
げ
を
行
う

た
め
改
正
。

　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
で
可
決
】

●
議
案
第
５
号

■
若
狭
消
防
組
合
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
知
識
経
験
者
の
監

査
委
員
選
任
。

　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
で
可
決
】

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

陳

情

報

告

◇
3
月
25
日（
月
）

◆
平
成
30
年
第
２
回
定
例
会

●
認
定
第
１
号

■
平
成
29
年
度
若
狭
広
域
行
政
事
務
組

合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

平
成
29
年
度
決
算
認
定
は
、
歳
入
７
５
２

６
万
２
４
３
円　

歳
出
５
２
０
４
万
７
６
８

２
円
と
な
り
実
質
収
支
額
は
２
３
２
１
万
２

５
６
１
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

　

主
な
歳
出
と
し
て
広
域
ご
み
焼
却
施
設
整

備
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
な
ど
が
あ
る
。

【
全
員
賛
成
で
認
定
】

若狭広域行政事務組合

　　　　　　　　　　　組合議員  小幡 憲仁

若狭広域行政事務
組合議会報告

●
認
定
第
3
号

■
平
成
30
年
度
若
狭
広
域
行
政
事
務
組

合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
か
ら
３
６
５

０
万
９
千
円
を
減
額
し
、
総
額
１
億
４
４
８

１
万
１
千
円
と
な
っ
た
。

　

減
額
の
理
由
は
広
域
ご
み
焼
却
施
設
の
環

境
影
響
調
査
委
託
の
契
約
差
金
な
ど
に
よ
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

若狭消防組合

　　　　　　　　　　　組合議員  児玉 千明

第185回
若狭消防組合議会臨時会

高 会町浜 議 6月
定例会

■町民の皆様の議会傍聴大歓迎です!  事前予約は不要です。

■次回定例会は6月です。お待ちしております。
■受付は会議当日議会事務局で行っております。 ぜひ議会

傍聴に
お越し
ください!高浜町議会事務局お問い

合わせ
☎0770（72）7710

http://www.town.takahama.fukui.jp/index.html

どなたでもご参加いただけます!皆様のご参加をお待ちしております!どなたでもご参加いただけます!皆様のご参加をお待ちしております!
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児
玉
　
千
明

井
上
　
順
也

横
田
　
則
孝

井
ノ
元
康
夫

釣
本
　
音
次

西
野
　
朋
宏

　
4
月
初
旬
を
迎
え
暖
か
い
日
差
し
が

う
れ
し
い
時
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
学
式
、
入
社
式
が
あ
り
、
知
事
、

県
議
会
議
員
、
町
議
会
議
員
が
決
定
致

し
ま
す
。

　
4
月
は
平
成
最
後
の
月
と
な
り
5
月

1
日
に
は
、
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
新
元

号
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
又
、
今
年
は
七
年
祭
り
の
年（
6
月

23
日
〜
6
月
29
日
）で
あ
り
、
本
番
に

向
け
て
練
習
さ
れ
て
い
る
成
果
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
て
頂
い
て
パ
ワ
フ
ル
で
厳

粛
な
七
年
祭
り
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　
さ
あ
、
新
し
い
時
代
の
一
歩
を
力
強

く
踏
み
出
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
文
責
　
釣
本
音
次

　
広
報
特
別
委
員
会

傍聴にお越しいただきました

　3月7日に行われた一般質問の傍聴にお越しいただきました。
　初めてお越しの方より「緊張したが、実際の議場は静かで、高浜
町が穏やかで平和な町なのだと思った。機会があればまた傍聴し
てみたい」とコメントを頂きました。婦人会の皆様には毎年３月定
例会の傍聴にお越しいただいております。町民の方々に身近でわ
かりやすい議会を目指して尽力して参ります。お越しいただきあ
りがとうございました。　　　　　　　　　　　　　 

～高浜町婦人会の皆さま～

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

◇
平
成
30
年
2
月
20
日（
水
）・
21
日（
木
）

　

高
浜
町
議
会
で
は
２
月
20
日
・
21
日
に
上
京

し
、
国
に
対
し
青
葉
ト
ン
ネ
ル
改
良
工
事
、
舞

若
道
四
車
線
化
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
な
ど
の

道
路
事
業
と
原
子
力
政
策
の
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

国
交
省
石
井
大
臣
、
道
路
局
長
、
経
産
省
滝

波
大
臣
政
務
官
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
次
長
な

ど
要
人
に
図
面
と
現
状
写
真
等
を
示
し
、直
接
、

改
良
工
事
の
必
要
性
を
説
明
し
、
認
識
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
衆
・
参
の
多
く
の
パ
イ
プ
の
あ
る
国

会
議
員
事
務
所
も
訪
問
し
、
国
会
議
員
本
人
に

も
要
望
内
容
を
伝
達
し
、
支
援
の
お
願
い
を
し

ま
し
た
。

　

後
日
、
舞
若
道
四
車
線
化
の
予
算
が
計
上
さ

れ
た
と
の
報
道
が
あ
り
、
我
々
の
活
動
も
少
し

は
役
に
立
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
小
幡
憲
仁
）

滝波経産大臣政務官に要望書を提出石井国交大臣に要望内容を説明

「
道
路
事
業
と
原
子
力
政
策
」に

対
す
る
要
望
活
動

（児玉千明）
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